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保
険
業
法

等
の
一
部
を

改
正
す
る
法

律
の
一
部
を

改
正
す
る
法

律
案（
保
険

業
法
再
改
定
法
案
）が
　
月
4

11

日
衆
議
院
本
会
議
、　
月
　
日

11

12

参
議
院
本
会
議
で
可
決
、成
立

し
た
。両
院
と
も
委
員
会
、本
会

議
で
全
会
一
致
で
の
可
決
で

あ
っ
た
。

　
オ
レ
ン
ジ
共
済
等
の
無
認
可

保
険
業
者
か
ら
加
入
者
・
利
用

者
保
護
と
い
う
大
義
名
分
を
奇

貨
と
し
て
、2
0
0
5
年
の
改

定
保
険
業
法
に
よ
り
、非
営
利

で
特
定
の
会
員
同
士
の
助
け
合

い
と
し
て
運
営
し
て
い
る
共
済

制
度
と
保
険
会
社
の
不
特
定
多

数
を
相
手
と
す
る
保
険
商
品
と

を
同
列
に
み
な
し
、規
制
し
た

こ
と
に
よ
り
、保
団
連
の
休
業

保
障
制
度
を
含
め
、多
く
の
自

主
共
済
制
度
が
継
続
困
難
と

な
っ
て
い
た
ば
か
り
か
、既
に
制

度
廃
止
に
至
っ
た
団
体
も
あ
る
。

　
今
回
の
こ
の
法
案
の
成
立

は
、
特
例
を
設
け
、
当
分
の
間

継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

と
い
う
一
定
の
制
約
が
あ
る
も

の
の
、
2
0
0
5
年
の
改
定
保

険
業
法
に
よ
る
政
治
的
瑕
疵
を

政
治
の
場
で
取
り
戻
さ
せ
た
と

い
う
意
義
は
大
き
い
。

　
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
5
年
の

間
、
首
相
は
小
泉
以
下
菅
首
相

へ
と
6
人
が
代
わ
り
、
従
っ
て

国
会
ご
と
に
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
も
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ

り
す
る
と
い
う
困
難
が
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
反
対

に
、
多
く
の
議
員
に
問
題
点
の

理
解
と
解
決
の
必
要
性
を
訴

え
、
知
ら
せ
る
こ
と
に
も
な
っ

た
。

　
こ
の
成
果
に
至
っ
た
の
は
、

全
国
の
協
会
・
医
会
、
保
団
連

の
会
員
、
役
員
、
事
務
局
総
力

を
挙
げ
て
の
粘
り
強
い
不
屈
の

5
年
以
上
に
わ
た
る
継
続
し
た

運
動
、
活
動
の
た
ま
も
の
で
あ

る
。
全
国
の
皆
様
に
厚
く
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
確
か
に
5
年
の
間
に
さ
ま
ざ

ま
な
妨
害
・
干
渉
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
を
克
服
し
、
む

し
ろ
こ
の
こ
と
を
て
こ
に
運

動
、
活
動
は
拡
大
さ
れ
た
。
そ

れ
が
、
共
済
の
今
日
と
未
来
を

語
る
懇
話
会
の
全
国
と
、　
都
33

道
府
県
懇
話
会
の
設
立
で
あ

り
、
意
見
書
採
択
2
3
8
自
治

体
、
署
名
1
8
0
万
筆
で
あ

る
。
運
動
を
支
え
た
の
は
、
協

会
・
医
会
、
保
団
連
　
万
3
0

10

0
0
人
の
休
業
保
障
制
度
と
い

う
尊
い
財
産
・
制
度
を
、
何
と

し
て
も
原
状
復
帰
さ
せ
る
、
さ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
求

の
一
点
で
あ
っ
た
。こ
の
熱
い

思
い
が
伝
わ
り
、衆
議
院
の
委

員
会
で
も「
規
制
の
細
目
を
定

め
る
政
省
令
に
つ
い
て
も
関
係

団
体
か
ら
の
意
見
聴
取
も
行
い

適
切
な
も
の
に
し
た
い
」、「
法

人
格
を
取
得
す
る
場
合
、資
産

も
法
人
格
に
移
る
こ
と
に
な
る

が
、非
営
利
法
人
の
場
合
、法
人

課
税
は
生
じ
な
い
」と
い
う
政
府

答
弁
も
引
き
出
さ
せ
て
い
る
。

　
今
後
、
舞
台
は
原
状
復
帰
に

ふ
さ
わ
し
い
政
省
令
へ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
全
国
の

皆
様
に
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
教
訓
を
ぜ
ひ
と

も
現
在
提
起
し
て
い
る
患
者
負

担
の
大
幅
軽
減
な
ど
、
他
の
課

題
で
の
請
願
署
名
の
取
り
組
み

に
も
反
映
さ
せ
て
下
さ
る
こ
と

を
併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
た

い
。
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政
治
を
動
か
し
た「
助
け
合
い

の
制
度
守
れ
」の
声

（ ）2

　
理
事
会
に
先
立
っ
て
沖
縄

県
保
険
医
協
会
の
仲
里
尚
美

会
長
に
よ
り
、
普
天
間
問
題

の
学
習
会
が
開
か
れ
た
。「
か

つ
て
沖
縄
の
本
土
復
帰
を
勝

ち
取
っ
た
よ
う
に
、
沖
縄
県

民
と
全
国
民
と
の
連
帯
し
た

声
を
国
民
世
論
に
す
る
こ
と

で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
た
。

前
政
権
で
混
迷
し
た
米
軍
基

地
問
題
も
、
中
央
メ
デ
ィ
ア

の
報
道
は
潮
が
引
い
た
よ
う

に
静
ま
り
、
国
民
の
多
く
は

対
岸
の
火
事
と
し
て
関
心
も

薄
れ
て
し
ま
っ
た
。
独
立
国

に
外
国
軍
隊
が
戦
後
長
期
間

駐
留
し
続
け
る
の
は
お
か
し

い
、
と
い
う
国
際
常
識
を
国

民
全
体
が
持
つ
べ
き
で
あ

る
。
現
状
の
ま
ま
で
は
真
の

独
立
国
と
は
い
え
な
い
。
理

事
会
は
「
普
天
間
基
地
を
た

だ
ち
に
閉
鎖
し
、
無
条
件
撤

去
す
る
こ
と
を
求
め
る
決

議
」
を
採
択
し
た
。

　
　
月
　
日
の
参
議
院
本
会

11

12

議
で
、「
保
険
業
法
再
改
正
法

案
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
成
立
し
た
。
保
団
連
、
保

険
医
協
会
・
医
会
が
5
年
間

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
運
動
に
よ
り
、
悲
願
で

あ
る
自
主
共
済
継
続
が
実
現

に
向
け
て
近
づ
い
た
。
住
江

会
長
か
ら
関
係
各
位
へ
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

第第
　
回回
保保
団
連
理
事

団
連
理
事
会会

1010
自
主
共
済
継
続
へ
前
進

５
年
間
の
奮
闘
に
感
謝

　
今
後
は
、
関
連
す
る
政
省

令
を
原
状
復
帰
が
か
な
う
も

の
と
し
て
早
急
に
取
り
ま
と

め
る
よ
う
働
き
か
け
を
強
め

る
と
と
も
に
、
条
件
と
な
る

非
営
利
法
人
格
取
得
案
を
、

1
月
の
臨
時
大
会
で
、
補
填

商
品
（
団
体
所
得
補
償
）
の

再
提
案
、
保
険
医
年
金
シ
ェ

ア
変
更
と
と
も
に
討
議
す
る

予
定
で
あ
る
。　

　
日
本
臨
床
整
形
外
科
学
会

主
催
の
「
柔
整
療
養
費
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
保
団
連
か
ら
初
め

て
参
加
し
た
。
会
計
検
査
院

が
2
万
8
0
0
0
人
の
柔
道

整
復
療
養
費
支
給
申
請
書
に

つ
い
て
検
査
し
た
結
果
、　74

％
、
7
億
7
千
万
円
に
不
正

請
求
の
疑
義
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
厚
労
大
臣
へ
柔
整

療
養
費
の
支
給
を
適
正
な
も

の
に
改
善
す
る
よ
う
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
会
場
か
ら
は
「
受
領
委
任

払
い
制
度
」
が
不
適
切
な
請

求
を
生
じ
る
土
壌
に
な
る
な

ど
、
柔
整
療
養
費
制
度
そ
の

も
の
に
問
題
が
あ
り
見
直
す

べ
き
で
あ
る
、
と
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
。
保
団
連
か

ら
は
、
医
師
の
同
意
を
得
ず

に
施
術
し
、
疾
患
が
見
逃
さ

れ
、
悪
化
す
る
な
ど
健
康
被

害
に
つ
い
て
実
態
把
握
を
行

い
、
今
後
も
柔
整
問
題
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
た
。

（
保
団
連
理
事
・
藤
井
英
治
）

【11月14日】

　
　
日
の
要
請
行
動
に
は
　

18

13

の
保
険
医
協
会
・
医
会
か
ら

　
人
が
参
加
。自
主
共
済
の

76実
態
に
即
し
た
政
省
令
の
制

定
、社
会
保
険
診
療
報
酬
に

係
る
事
業
税
非
課
税
措
置
の

存
続
を
求
め
る
行
動
を
重
点

に
、患
者
窓
口
負
担
の
大
幅

軽
減
、海
外
委
託
歯
科
技
工

物
問
題
な
ど
で
、小
宮
山
洋

子
厚
生
労
働
副
大
臣
、鈴
木

克
昌
総
務
副
大
臣
、山
根
隆

治
民
主
党
企
業
団
体
対
策
委

員
長（
参
院
議
員
）ほ
か
、衆

参
国
会
議
員
に
要
請
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
、「『
安
心
の

医
療
を
つ
く
る
』
国
会
内
集

会
」
を
実
施
。
各
保
険
医
協

会
・
医
会
か
ら
の
参
加
者
の

ほ
か
、
国
会
議
員
・
秘
書
、

共
済
懇
話
会
関
係
者
な
ど
1

0
0
人
近
く
が
参
加
し
た
。

　
集
会
で
住
江
憲
勇
保
団
連

会
長
は
、
保
険
業
法
再
改
定

法
案
の
可
決
・
成
立
に
触
れ
、

「
粘
り
強
い
運
動
が
成
果
に

結
び
つ
い
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、「
医
療
崩
壊
を
食
い
止

め
る
課
題
は
引
き
続
き
大
き

く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

受
診
実
態
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
医
療
現
場
の
悲
惨
な

状
況
を
、
多
く
の
国
民
、
行

政
に
訴
え
改
善
し
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
し
た
。

　
竹
崎
三
立
副
会
長
は
、
受

診
実
態
調
査
の
最
終
集
計
を

報
告
。「
何
と
し
て
も
患
者
負

担
の
大
幅
軽
減
を
」
と
訴
え

た
。宇
佐
美
宏
歯
科
代
表
は
、

海
外
委
託
技
工
物
の
問
題
点

を
説
明
。「
社
会
保
障
を
守

り
、
拡
充
さ
せ
る
た
め
の
運

動
を
広
げ
よ
う
」と
訴
え
た
。

　
三
田
温
保
団
連
理
事
は
、

「
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
係

る
事
業
税
非
課
税
措
置
の
存

続
は
山
場
。
議
員
要
請
、
都

道
府
県
知
事
へ
の
要
請
を
強

め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
　
月
　
日
の
行
動
で
は
、

11

25

政
府
税
調
の
答
申
を
前
に
事

業
税
非
課
税
措
置
の
存
続
を

衆
参
厚
労
委
員
を
中
心
に
要

請
す
る
と
と
も
に
、
診
療
報

酬
改
善
、
医
業
税
制
・
消
費

税
問
題
で
の
会
員
連
名
署
名

と
患
者
窓
口
負
担
な
ど
を
求

め
る
4
項
目
請
願
署
名
を
提

出
し
た
。

　
臨
時
国
会
最
終
盤
を
迎
え
た
　
月
　
日
と
　
日
、
全

11

18

25

国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
、中
央
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

こ
の
間
取
り
組
ん
で
い
る
診
療
報
酬
改
善
、医
業
税
制
・

消
費
税
問
題
で
の
会
員
連
名
署
名
と
患
者
負
担
軽
減
な

ど
を
求
め
る
4
項
目
請
願
署
名
を
提
出
し
た
。

国
庫
負
担
拡
大
を

国
保
改
善
運
動
集
会
で
訴
え

　
保
団
連
も
参
加
す
る
中
央

社
会
保
障
推
進
協
議
会
は
　11

月
　
日
、
東
京
都
内
で
「
国

20
保
改
善
運
動
東
日
本
交
流
集

会
」
を
開
き
、
1
3
0
人
が

参
加
し
た
。

　
集
会
で
は
、
保
団
連
か
ら

患
者
受
診
実
態
調
査
の
最
終

集
計
を
報
告
し
た
。
回
答
医

療
機
関
の
約
4
割
が
経
済
的

理
由
で
治
療
中
断
・
中
止
を

経
験
し
て
い
る
な
ど
、患
者
・

国
民
の
受
診
抑
制
の
実
態
を

説
明
し
、「
国
保
料
が
高
く
て

払
え
な
い
。
国
保
へ
の
国
庫

負
担
拡
大
と
保
険
加
入
者
へ

の
適
切
な
対
応
が
急
務
」
と

指
摘
し
、
患
者
窓
口
負
担
の

大
幅
軽
減
を
は
じ
め
と
す
る

4
項
目
請
願
署
名
を
、
協
力

し
て
進
め
よ
う
と
訴
え
た
。

　
ま
た
フ
ロ
ア
討
論
で
は
、

国
保
資
格
書
に
よ
る
受
診
抑

制
実
態
調
査
を
報
告
し
た

（
調
査
結
果
は
保
団
連
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

　
資
格
書
に
よ
る
受
診
問
題

で
は
「
医
療
機
関
に
対
す
る

医
療
費
の
一
時
払
い
が
困
難

な
場
合
、
自
治
体
に
申
し
出

て
短
期
保
険
証
に
切
り
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る

政
府
答
弁
を
紹
介
し
、
自
治

体
に
対
し
て
政
府
答
弁
に

沿
っ
た
対
応
を
徹
底
す
る
よ

う
訴
え
た
。

　
　
月
2
日
に
は
、
京
都
で

12
西
日
本
集
会
が
開
催
さ
れ

る
。

11月18日の国会内集会には与野党の
国会議員21人（代理含む）が参加した。

自主共済、医業税制など
国会最終盤　相次ぎ要請行動




